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SPring-8の共用軟Ｘ線ビームライン、BL25SUと BL27SUでの最近の分光研究につい
て紹介する。BL25SUは軟Ｘ線分光を駆使して種々の固体物性を解明することを目的とし
ており、ツインヘリカルアンジュレーターによる円偏光制御と光学設計による高いエネル

ギー分解能が特色である。光電子分光(PES)装置では、内殻状態およびフェルミ面の電子状
態の研究をバルク敏感かつ高いエネルギー分解能(E/ΔE>10,000)で実施しており、最近で
は 100μm以下の微小単結晶試料においても角度分解光電子分光が可能になっている[1]。
また、BL25SUでは円偏光制御が多くの実験のキーテクノロジーであり、二次元表示型光
電子アナライザー(2D-PES)、電磁石式磁気円二色性(MCD)測定装置、光電子顕微鏡(PEEM)
の３つの常設装置と、最近では 30Tまでのパルス強磁場軟 X線MCD測定装置で実験[2]が
展開されている。PEEMではポンププローブ測定[3]など外場印加状態での測定も可能にな
りつつある。 
一方、BL27SUでは、Si(111)結晶分光器を配して 2.3keVよりも高エネルギー軟Ｘ線を

利用可能なＢブランチと、回折格子型分光器を配して 2.3keV以下の軟 X線が利用可能なＣ
ブランチから構成されている（Aブランチは、建設時に光学系調整用ステーションとして利
用されたが現在は閉鎖されている）。気相・固相・固体表面さらには界面にいたるまで、軟

Ｘ線励起によって引き起こされる様々な光化学過程の基礎的理解と、その応用を目指して

研究が行われている。固体分光では、光電子分光と発光分光が in situで可能である。最近、
大気圧と超高真空の間を窓なしでつなぐことの出来るコンパクトな差動排気装置も開発さ

れ[4]、様々な環境下での軟Ｘ線分光が発展していくことが期待されている。 
講演では担当スタッフによって開発研究が進められているこれらの研究手法について紹

介する。これらの開発研究は、中村哲也、為則雄祐、室隆桂之、泉雄大、松下智裕、大河

内拓雄、小嗣真人、大沢仁志などの現ＪＡＳＲＩスタッフのほか、福本恵紀、児玉謙司、

加藤有香子などかつて在籍したスタッフ、また、東北大学、大阪大学、岡山大学や東京大

学などの多くの共同研究者とともに進められている。 
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